
古武士の風格四かｅ●●㎜

　
ノ
几
七
一
年
、
学
園
紛
争
哀
っ
た
だ
中
、
当
時

岡
山
大
学
長
代
行
だ
っ
た
谷
口
澄
夫
光
生
の
ひ
と

討
。
「
分
か
っ
た
。
谷
口
個
人
と
し
て
必
要
な
印

鑑
は
い
く
・
り
で
も
押
す
。
君
た
ち
の
や
ろ
う
と
し

て
い
る
国
際
的
な
活
動
は
、
岡
山
の
将
来
に
必
要

だ
」

　
「
な
ぜ
君
に
会
う
気
に
な
っ
た
か
分
か
る
か
ね
。

た
く
さ
ん
の
学
生
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
が
、
撒
初

に
自
分
の
氏
名
を
名
乗
っ
た
の
は
君
が
初
め
て
だ

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

っ
た
か
ら
だ
よ
」
と
も
言
わ
れ
た
。

　
ハ
同
年
に
誕
生
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
源
流
で
あ
る

第
。
次
岡
山
犬
医
学
部
ク
ワ
イ
河
医
学
踏
査
隊
の

実
現
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
、
束
の
岡
山
’
。
を
目
指
す

国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
「
国
際

貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る
今
の
初
代

公
民
も
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
厳
粛
な
古
武

士
の
風
格
。
教
え
て
い
た
だ
い
た
［
公
正
］
は
私

の
心
の
宝
で
あ
る
。
「
公
正
」
と
は
意
欲
と
能
力

が
あ
れ
ば
、
機
会
を
与
え
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
。

意
欲
と
能
力
が
あ
る
の
に
機
会
を
与
え
な
い
の
が

　
「
差
別
」
で
あ
る
。

　
結
婚
式
の
媒
酌
人
を
お
願
い
し
た
。
「
医
学
部

の
伝
統
を
尊
重
し
な
さ
い
」
が
返
事
だ
っ
た
。
長

男
の
誕
生
数
力
月
後
に
、
拙
宅
に
和
服
姿
で
ふ
ら

っ
と
祝
い
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
瞬
、

祖
父
の
面
影
を
感
じ
た
の
は
幻
覚
だ
っ
た
か
。
「
自

分
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
君
の
運
営
す
る
老
人

保
健
施
設
に
お
世
話
に
な
る
か
ら
な
」
と
時
々
言

わ
れ
た
。
ご
恩
返
し
を
す
る
機
会
は
訪
れ
な
か
っ

た
。
突
如
、
肺
炎
で
已
く
な
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

公
私
と
も
に
お
但
話
に
な
っ
た
こ
と
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
駆
け
巡
っ
た
。

　
・
○
○
元
年
八
月
、
岡
山
犬
と
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
の
構
築
し
て
き
た

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
母
校
の
発
展
に
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
谷
□
先
生
の
最
初
の
印
鑑

か
ら
三
十
元
年
。
私
も
こ
の
十
二
月
で
還
暦
に
な

る
。
残
る
十
年
間
を
［
公
平
の
実
現
に
さ
さ
け

ら
れ
れ
ば
本
領
で
あ
る
。
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